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水都大阪コンソーシアム 写真ギャラリー



久保孝ペイント株式会社

城
東
区
は
、
人
口
密
度
が
大
阪

市
内
の
行
政
区
中
、
第
２
位
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
若
い
世

帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
子
育
て

世
代
か
ら
も
か
な
り

人
気
が
高
く
、
幅
広

い
年
齢
層
が
暮
ら
す
、

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
住
み
や
す
い
行
政

区
で
す
。

　

過
去
の
災
害
に
つ

い
て
の
歴
史
を
紐
解

く
と
、
地
震
、
大
雨
等

の
災
害
に
よ
り
、
洪

水
や
浸
水
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
寝
屋
川
、

第
２
寝
屋
川
な
ど
多

く
の
河
川
が
流
れ
、

低
い
土
地
も
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

同
様
の
被
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
な
か
、

多
く
の
区
民
が
暮
ら

す
城
東
区
を
守
る
べ

く
、
矢
田
貝
委
員
長

を
筆
頭
に
、
16
連
合

の
城
東
区
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
推
進
委
員
が

協
力
し
、
地
域
活
動

協
議
会
の
様
々
な
活
動
、
行
事
を

牽
引
、
防
災
に
関
す
る
多
彩
か
つ

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
合
同
防
火
訪
問
、
秋

の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
合
同
街

頭
広
報
、
バ
ス
研
修
、
防
災
訓
練

な
ど
、
城
東
消
防
署
と
協
力
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

起
こ
り
得
る
大
災
害
に
立
ち
向
か

い
、
安
全
、
安
心
な
城
東
区
を
守

る
た
め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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城東区

久
保
孝
ペ
イ
ン
ト
株
式

会
社
は
、1
9
2
4
年（
大

正
13
年
）創
業
の
東
淀
川
区

に
本
社
を
置
く
総
合
塗
料

メ
ー
カ
ー
で
、粉
体
塗
料
を

メ
イ
ン
と
し
、
塗
料
の
製

造
・
販
売
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
間（
ひ
と
）企
業
を

め
ざ
し
て
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
地
球
環
境
に
配
慮
し

た
、有
機
溶
剤
を
使
用
し
な

い
粉
体
塗
料
を
い
ち
早
く

市
場
に
提
供
し
、こ
の
業
界

に
お
け
る
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
普
及
発
展
を
推
進
し
、

製
品
開
発
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
企
業
で
す
。

　東
淀
川
自
衛
消
防
協
議

会
の
前
身
で
あ
る
東
淀
川

自
衛
消
防
研
究
会
の
発
足

当
時
か
ら
参
画
し
、長
年
東

淀
川
自
衛
消
防
協
議
会
の

会
計
監
事
を
務
め
ら
れ
、

協
議
会
の
中
心
的
な
存
在

と
し
て
防
火
・
防
災
意
識
の

向
上
に
努
め
て
お
ら
れ
ま

す
。ま
た
、積
極
的
に
自
衛

消
防
協
議
会
の
事
業
に
も

参
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
防
火
・
防
災
に

対
す
る
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
に
大
い
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

加藤 圭一
弊社では､東淀川消防
署のご協力の下､定期的
な消防訓練による社員の
防火・防災意識の向上と、
自衛消防競技会への参加
等による自衛消防隊の技
術向上を通じて､防災体制
の強化に努めております。
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まもなく４歳の誕生日を迎える我が家の家族､トイ
プードルのラブリを紹介します｡小学生の３人の子供た
ちに鍛えられ､少々のことでは動じないマイペースな性
格です。
ネコ派の妻が一目惚れしトントン拍子に家族の一員
として迎えることとなり､甘やかす妻､厳しく躾ける私、
そんな私に対して怒る妻…このような関係性なのです
が､なぜか私にべったりです｡家では常にくっついてまわ
り､寝るときは必ず私の腕枕と決まっています。
そんなラブリが唯一､私に向かって吠えてくることが
あります｡それは私が子供たちを叱りつけるときです。

私と子供の間に割って入り､「怒ったらアカン｣と言わんばか
りに吠えてくるのです｡そんな姿を見ると､ついつい子供た
ちを怒る気持ちも薄れてしまいます｡ただ､吠えるラブリに
注意をすると部屋の隅っこに走って逃げ､ブルブルと震えて
います（笑）｡そんなラブリが､今日も我が家に癒しと笑顔を
与えてくれています。

住之江消防署 東 聡志
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令和 6 年１月２７日（土）、
石川県輪島市 市ノ瀬町で安否
不明者の捜索活動を行う緊急
消防援助隊を撮影しました。

「火事ですか、救急ですか？」一年余り前、消防と救急が同じ
「119」であることに改めて気づくほど、何も知らないまま本誌
の編集に加わった。鳴り響く救急のサイレンは、深夜に指令室で
電話を受け、救急車を走らせ、救命に向かう複数の職員がいると
いうこと。これまで見過ごしていた風景が意味を持ち始めると、
災害現場や猛火の中だけでない多岐にわたる消防局の活動に従
事する職員の皆に「なぜそこまでできるのか」と問いかけずには
いられなかった。建ち並ぶ店舗の一軒一軒を回り、火災予防をお
願いする職員、卒業後もビル解体と聞くと消防訓練への利用に尽
力してしまうOB…。
「けど、ほっとけんやろ」返ってきた答えは一様だった。多分、
それが消防人なのだ。
継承されるべきはそんな消防人の心意気。そしてその継承こ
そが、大阪消防誌の存在理由であるべきだと思う。17ヵ月の間、
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　（K）

( 旧 :Twitter)


